




















































































































































































































































































































































































・介護予防支援 4,000 円（1 ヶ月）
・介護予防通所介護




　週 1 回程度利用 12,340 円（1 ヶ月）
　　　合計　1 ヶ月　41,850 円
◯　5 人に必要な 1 年間の介護報酬費
　　41,850 × 12 × 5 人＝ 2,511,000 円
　　（ただし、本人負担 1 割を含む）
■要支援 2 の場合
・介護予防支援 4,000 円（1 ヶ月）
・介護予防通所介護




　週 2 回程度利用 24,680 円（1 ヶ月）
 　
　　　合計　1 ヶ月　75,460 円
◯　5 人に必要な 1 年間の介護報酬費
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５） 厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成 16 年）によると
最も高い有訴者率は 75 歳～ 84 歳の女性であり、55.3%
となっている。
６） 厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成 18 年）によると、
総所得 301.9 万円のうち稼働所得は 18.0% を占めている。









129 頁 平成 18 年９月 
［２］ 岡山県長寿社会対策課「効果的な介護予防システムを
目指して」２頁  平成 19 年３月
［３］ 横石知二『そうだ、葉っぱを売ろう !』ソフトバンクク




新報社  58 頁  2008 年
［５］ 筒井淳也・石田光規・桜井政成・三輪哲・土岐智賀子
訳 ナン・リン著『ソーシャル・キャピタル  社会構造と
行為の理論』ミネルヴァ書房  56 頁  2008 年
［６］同上書 30 頁
［７］ 河田潤一訳  ロバート・D・パットナム著『哲学する民
主主義』NTT 出版  213 頁  2007 年
［８］同上書  225 頁
［９］同上書  212 頁
［10］ 国土交通省「「道の駅」のあり方を考える研究会検討報告」
12 頁  2001 年９月




書店  序  2007 年 
［14］ 大田仁史『地域リハビリテーション原論 Ver.４』医師
薬出版株式会社 ６頁 2007 年
［15］ 寄本勝美編著『公共を支える民』瀧井宏臣「民が主役
で公が支える高齢者福祉」コモンズ 186 頁  2008 年 
［16］同上書 187 頁
［17］同上書 186 頁
［18］同上書 187 頁 





［22］内閣府『平成 20 年版 高齢社会白書』2008 年
［23］農林水産省『食料・農業・農村白書』2008 年
［24］ 結城登美雄「『小さな村』には希望が有る」『2004 年  現
代農業 11 月増刊』農山漁村文化協会
［25］ 国土交通省「『道の駅』のあり方を考える研究会検討報告」
2001 年９月
［26］ 安村誠司編著『地域ですすめる閉じこもり予防・支援』
中央法規出版 2006 年
